
資料５

近隣市町斎場整備状況 

 

三次市 
 ・平成 16 年度に斎場整備基本計画策定。 
 ・斎場整備検討委員会や地元での協議を重ね、平成 20 年度に大田幸町を移転新設地に選定。 
 ・平成 24 年４月より新斎場「悠久の森」を供用開始。 
 ・新斎場の完成に伴い、平成 24 年３月末で市内８斎場のうち６施設を閉鎖。 
 ・既存施設のうち新しい２施設（君田・甲奴）については、当面同時使用しながら、将来的には閉鎖

するよう検討。 ⇒ 現在３施設 → 将来１施設 
 ・市内に民間の葬祭業者が 13 社（うち式場持ち４社、式場無し９社）あり、公営の式場は整備して

いない。 
  
  新斎場「悠久の森」概要 

   ◇所在地：三次市大田幸町字金神985番地 

   ◇敷地面積14,248.04㎡ 延べ床面積2,478.40㎡ 

◇鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 ２階建 

◇火葬炉数５基 

◇見送・集骨ホール３室、待合室３室 ほか 

◇見送室・待合室・集骨室を１ユニットとし、隣合せに配置している。間仕切りを外す 

 ことで簡易な葬儀場（家族葬）としても利用できる。 

◇総事業費 1,668,687千円 

 
 
安芸高田市 
 ・平成 18 年度に葬斎場建設基本計画策定。 
 ・平成 25 年２月工事完成、４月供用開始予定。 
 ・斎場を新たな土地に建設後、既存の４施設を閉鎖する予定。 ⇒ 将来１施設 
 ・市内に民間の葬祭業者が２社（式場持ち）あり、業者との協議によって公営の式場を整備すること

とした。 
 
  新葬祭場概要（予定） 

◇所在地：安芸高田市吉田町多治比2914番地2 

◇敷地面積13,154.72㎡ 延べ床面積2,328.40㎡ 

◇鉄筋コンクリート造小屋組一部木造 ２階建 

   ◇火葬炉数３基、その他炉１基、動物炉１基 
◇炉前お別れ室３室、待合室２室、式場１室 ほか 

   ◇総事業費 1,514,000千円 

     


